新型コロナウイルス感染症等の影響と今後の事業経営等に関するアンケート調査票

公益社団法人全日本トラック協会
問１．貴社の概要等をご記入下さい。
	事　業　者　名
	


	主な輸送品目（※趣意書の品目表から上位３つをご記入下さい）
	
	
	

	主な輸送形態（該当する番号１つに〇印を）
	１．集配・短距離
２．中距離（１日の運行距離が500㎞以下）
３．長距離（１日の運行距離が500㎞超）

	従業員数
	　　　　　　　　　名

	保有車両台数
	小型（２トン車程度）　　　　台
中型（４トン車程度）　　　　台
大型（１０トン車程度）　　　台　　　　
トラクター　　　　　　　　　台　※トレーラシャーシは含みません
合計　　　　　　　　　　　　台

	ご回答者名
	


	ご回答者のご所属と
連絡先
	　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

	ご所属の都道府県
トラック協会名
	　　　　　　　　



問２．貴社の取扱量について、取引先ごとにおおよその割合をご記入下さい。
	
	取扱量に対する割合

	真荷主から直接の依頼
	自社で輸送
	取扱量の　　　　　％

	
	他社へ依頼
	取扱量の　　　　　％

	元請け運送事業者からの依頼
	自社で輸送
	取扱量の　　　　　％

	
	他社へ依頼
	取扱量の　　　　　％

	合　　計
	合　計　１００　％　



問３．新型コロナウイルス感染症の影響で、「前年同期に比べて」物流活動にどのような変化や影響が及んでいますか。該当する項目について、下欄の選択肢から番号を１つご記入下さい。
	
	４月上旬
（4月7日の緊急事態宣言が発出された頃）
	５月下旬
（5月25日の緊急事態宣言が解除された頃）
	現在


	輸 送 量
	
	
	

	収　　入
	
	
	

	利　　益
	
	
	

	運賃単価
	
	
	


[image: ]
	１．大幅に増加(上昇)した　２．増加(上昇)した　　　３．変わらない
　４．減少(低下)した　　　　５．大幅に減少(低下)した




問３－２．特に増加または減少した品目について「趣意書の品目表」から該当する番号を全てご記入下さい。
	増加した品目
	

	減少した品目
	



問４．物流という社会機能の維持が求められる中で、輸送量の増加・減少に対して、どのような対応をしましたか。業務や品目により増加・減少が両方とも発生した場合には、どちらにもご回答下さい。
（１）貨物量・取扱量の「増加」に対して
	
	実施した対策に○印
	効果の有無（下記の選択肢から該当する番号を記入）

	１．他部門からの応援などの体制を整えた
	
	

	２．新規に従業員を確保・増員した　
	
	

	３．同業他社による協力体制を整えた　
	
	

	４．社内の業務方法を見直した
	
	

	５．取引先に平準化等の協力を求めた
	
	

	６．取引先にﾘｰﾄﾞﾀｲﾑの延長など取引条件の見直しを求めた
	
	

	７．増加分に対応できず断った
	
	

	８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


	１．大いに機能した
２．概ね機能した
３．何ともいえない　
４．やや機能しなかった
５．全く機能しなかった　


 



　（１）－２．どのような見直しですか。具体的にご記入下さい。
	





（１）－３．上記の対策の中で機能しなかったものについて、次にどのような対策をしましたか。
概要をご記入下さい。
	













（２）貨物量・取扱量の「減少」に対して
	
	実施した対策に○印
	効果の有無（下記の選択肢から該当する番号を記入）

	１．社内の業務方法を見直した
	
	

	２．新規業務を営業、受託した
	
	

	３．他部門への応援など人員配置を見直した
	
	

	４．必要な人員以外は自宅待機とした
	
	

	５．正規従業員を削減した（解雇した）
	
	

	６．正規従業員以外を削減した（契約を解除した）
	
	

	７．その他（　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


	１．大いに機能した
２．概ね機能した
３．何ともいえない　
４．やや機能しなかった
５．全く機能しなかった　


 



　（２）－２．どのような見直しですか。具体的にご記入下さい。
	





（２）－３．上記の対策の中で機能しなかったものについて、次にどのような対策をしましたか。
概要をご記入下さい。
	






問５．新型コロナウイルス感染症の「今後の物流への影響」について、「２０１９年度と比べて」どのようにお考えですか。それぞれ該当する番号をご回答下さい。
	
	２０２０年度
	２０２１年度

	輸送量
	
	

	収　入
	
	

	利　益
	
	



	①大幅に増加する　②増加する　③変わらない　④減少する　⑤大幅に減少する




問６．貴社の経営上、資金繰りで困っている状況がありますか。最も該当する番号1つに〇印をつけて下さい。
１．売上金の回収ができない　  ２．資金がショートしたので銀行から借り入れた
３．銀行の貸し渋り　　　　　　４．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．特になし
問７．貴社では下記の融資や給付金を受けていますか。該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
（１）政府系金融機関からの融資
（セーフティネット貸付、新型コロナウイルス感染症特別貸付、危機対応融資、新型コロナウイルス対策マル経融資、特別利子補給制度 等）
１. 給付済　　　　２. 申請済（未給付）　　３. 活用に向けて検討中　　４. 活用の予定なし

（２）民間系金融機関からの融資
（セーフティネット保証、危機関連保証、制度融資を活用した実質無利子融資 等）
１. 給付済　　　　２. 申請済（未給付）　　３. 活用に向けて検討中　　４. 活用の予定なし

（３）持続化給付金による融資
１. 給付済　　　　２. 申請済（未給付）　　３. 活用に向けて検討中　　４. 活用の予定なし

（４）国の雇用調整助成金の活用
１. 給付済　　　　２. 申請済（未給付）　　３. 活用に向けて検討中　　４. 活用の予定なし

問８．貴社では自社の現状分析を行っていますか。該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
１．ＳＷＯＴ分析(※)を行っている　　　　　　　　　　　　　
２．ＳＷＯＴ分析(※)ではないが、現状分析を行っている
３．特に現状分析は行っていない
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※ＳＷＯＴ分析とは、自社の組織を「強み(Strength)」「弱み(Weakness)」「機会(Opportunity)」
「脅威(Threat)」の4つの軸から評価する手法のことで、企業戦略の立案時などに用います。
添付の資料もご参照下さい。

[bookmark: _Hlk48557512]問９．貴社では自社の経営計画を策定していますか。該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
１．単年の経営計画を策定している
２．複数年分の中期経営計画を策定している
３．長期経営計画を策定している
４．特に策定していない
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[bookmark: _Hlk48557238]問10．「現在までのコロナ時・災害時」と「今後のコロナ時・災害時」のトラック運送業の経営において、何が問題でしたか。また今後何が課題だとお考えですか。該当する項目の欄の全てに〇印をつけて下さい。
	
	現在まで
	今後

	輸送量の維持・確保
	
	

	利益の維持・確保
	
	

	資金繰り維持・確保
	
	

	適正な運賃・料金の収受
	
	

	ドライバーの雇用維持
	
	

	ドライバーの新規雇用
	
	

	ドライバーの賃金アップ
	
	

	ドライバーの労働時間短縮
	
	

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


問11．貴社の事業継承において、後継者はどのような状況ですか。最も該当する番号1つに〇印をつけて下さい。
１．後継者はいる　　　　　　２．後継者を検討中である
３．後継者がいない　　　　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問12．貴社で現在の経営環境・経営状況が続いた時、最悪の場合、何ヶ月で経営が保てなくなる可能性がありますか。最も該当する番号1つに〇印をつけて下さい。の要因として該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
１．３ヶ月未満　　　　　　　　　　要因として該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
２．３ヶ月以上６ヶ月未満　　　　　　① 資金繰りの悪化　　② 輸送量の減少
３．６ヶ月以上１年未満　　　　　　　③ 利益率の低下　　　④ ドライバー不足
４．特段危惧していない　　　　　　　⑤ 後継者不足　　　　⑥ 荷主の変化
⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
[bookmark: _Hlk48560904]
問13．今後の「コロナ時・災害時のトラック運送業の経営」において、自社内でどのような対応が必要とお考えですか。該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
１．取扱い貨物量の見直し　→（その場合どちらですか）①拡大する　②縮小する
２．従業員数の見直し　　　→（その場合どちらですか）①増員する　②削減する
３．車両数の見直し　　　　→（その場合どちらですか）①増車する　②減車する
４．元請運送事業者からの下請け仕事の比率の見直し
　　　→（その場合どちらですか）①下請け仕事の比率を高める
　　　　　　　　　　　　　　　　②下請け仕事の比率を下げる（真荷主を増やす）
[bookmark: _Hlk48558478]５．同業他社との協業化
　　　→（その場合どれですか）①同業他社との合併　②同業他社の買収　③同業他社への売却
６．同業他社との共同化（事業協同組合の活用を除く）
　　　→（その場合どれですか）①共同配送　②施設の共同利用　③その他(　　　　　    　)
７．事業協同組合の活用
　　→（その場合どちらですか）①既に入っている協同組合を更に活用
②新規の協同組合の設立
８．ＩＴ化の推進（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問14．貴社は事業協同組合に加入していますか。該当する番号１つに〇印をつけて下さい。
１．加入している　　　２．加入していない→加入していない理由をご記入下さい。
　　　　　　　　　　　　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

問15．貴社では事業協同組合への加入によって現在どのような効果がありますか。また今後どのような効果を期待しますか。該当する項目の欄の全てに〇印をつけて下さい。
	
	現在
	今後

	貨物の融通
	
	

	高速道路料金の割引
	
	

	フェリー料金の割引
	
	

	燃料の共同購入
	
	

	ＡＩ点呼機器、血圧計、研修テキストなど資材の共同購入
	
	

	貨物保険、損害保険、生命保険などの割引
	
	

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


問16．貴社では現在どのようなＩＴ機器を利用していますか。また今後導入予定がありますか。それぞれの該当する欄の全てに〇印をつけて下さい。
	
	現在
	今後

	顧客や取引先との
連絡手段
	電話
	
	

	
	ファックス
	
	

	
	Ｅメール
	
	

	
	インターネット上のサイト
	
	

	
	専用回線
	
	

	
	LINEなどのSNS
	
	

	
	Ｗｅｂ会議システム
	
	

	
	その他(　　　　　　　　　　　　　　)
	
	

	運行管理
	デジタルタコグラフ
	
	

	
	デジタコ以外の運行管理システム
	
	

	
	ドライブレコーダー　
	
	

	
	ＩＴ点呼システム
	
	

	
	ロボット点呼システム
	
	

	労務管理
	勤怠管理システム
	
	

	
	給与管理システム
	
	

	
	デジタルタコグラフ
	
	

	経理その他
	会計システム
	
	



問17．今後の「コロナ時・災害時のトラック運送業の経営」において、荷主に対してどのような対応が必要とお考えですか。該当する番号全てに〇印をつけて下さい。
１．荷主企業における取引条件の見直し
	具体的に




２．サプライチェーン全体での商慣習の見直し
	具体的に




３．非接触型、少人化、自動化など物流システムの見直し
	具体的に




４．運賃・料金水準の見直し
	具体的に




５．その他
	具体的に




問18．最近の荷主との運賃・料金交渉の状況について、該当する番号１つに〇印をつけて下さい。
１．値上げ交渉をしている　　→　値上げに応じた荷主は全体の何％程度ですか 　　　　％
２．値上げ交渉の準備をしている
３．値上げ交渉は行う予定はない
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問19．令和２年４月に国土交通省から告示された「標準的な運賃」をご存じですか。また届出についてどのようにお考えですか。それぞれ該当する番号１つに〇印をつけて下さい。
（１）「標準的な運賃」について
１．知っており内容も理解している　　　　２．聞いたことがあるが内容はわからない
３．知らない、聞いたことがない

（２）今後の「標準的な運賃」の届出について
１．届出したい　　　　　　２．検討中、今後検討する
３. 届出しない　　　　　　４．わからない、何とも言えない

問20．「コロナ時、災害時のトラック運送業の経営」において、トラック協会に望むことがありましたらご記入ください。    
	












問21．今後の事業経営に対するお考えやご意見について、ご自由にご記入下さい。
	











◆ご協力ありがとうございました◆
参 考 　　　　　　　　　　　　　　ＳＷＯＴ分析とは

SWOT分析とは、自社とその取り巻く環境について、「強み（Strengths）」、「弱み（Weaknesses）」、「機会（Opportunities）」、「脅威（Threats）」の4つの軸から評価する手法で、企業戦略の立案時などに用います。
４つの軸は、自社の組織や戦力、ノウハウ等の内部環境（自社でコントロールできる要素）と、トラック運送業界を取り巻く環境や荷主業界などの外部環境（自社でコントロールできない要素）に分けることができます。（下図参照）
それらを把握した上で、「自社の強み」を一層強化し、「自社の弱み」を克服していきます。「機会」をどのように捉え、「脅威」からどのように身を守るかの答えが、各社の取り組み対策となります。
SWOT分析のメリットは、自社の状況を客観的に捉えることができる点です。強み・弱みといった企業内部の要因だけではなく、脅威や機会という外的要因までを取り込み、広い視野をもった戦略立案が可能となります。
中小トラック運送事業者では、特に経営資源が限られているため、「弱み」のみが列挙されやすいですが、新型コロナウイルス感染症の影響下の中で生き残りを図るためにも、「強み」をどう顕在化し、意識的に戦略的に活かしていくかという視点が重要となります。
[image: ] 









新型コロナウイルス、災害等・・・











（出所）公益社団法人全日本トラック協会「中小トラック運送事業者のための経営改善対策ガイドブック」平成22年8月
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